
食べることから「住吉」を知ろう！！ 

～食肉と被差別部落について～ 

被差別部落の仕事のひとつに、死んだ牛や馬の解体・処分というものがありました。古い文献によ

ると、かつて住吉地区には「草場」と呼ばれる死牛馬を解体・処分する権利書のようなものがあっ

たそうです。 

「死＝穢れ」という考え方から、被差別部落の人たちは「穢れている」という悪いイメージによって差

別されてきました。 

被差別部落である住吉地区においても、あらゆる差別に反対する取り組みから、住吉総合福祉セ

ンター（総セン）や住吉診療所などが作られていきました。 

そのような歴史のあるまち「住吉」で、昔から食べられていた①「さいぼし」というお肉の料理をご

紹介します。「さいぼし」とは馬のお肉を燻製にしたものです。 

現在は、馬のお肉が少なくなってきているため、牛のお

肉で作られることもあります。 

食べ方は、写真のように薄く切って、ショウガ醤油や一味

などお好みの味付けで食べられています。燻製する時に

塩で下味をつけているため、そのまま食べてもお肉の味

が感じられておいしいです。 

「さいぼし」の他にも、最近、テレビなどでも紹介され、少

し有名になってきた②「あぶらかす」や、牛のスジ肉をと

その出汁を使って作る③「煮こごり」などがあります。 

昔は被差別部落以外の地域ではほとんど食べられることがなかったそうです。また、お年寄りの方

のお話では、こうした料理を食べていることを被差別部落以外の地域の人に話してはいけない、と

言われていたそうです。それだけ差別の厳しい時代だったことがうかがえます。 

2022年は、被差別部落の人たちが厳しい差別とたたかうための「全国水平社」が結成されてち

ょうど 100年目となります。 

私たちライフサポート協会の法人理念である「すべての人が尊敬される社会の実現」の源流も、

「全国水平社」による「水平社宣言」にたどることができます。 
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